
 

 

 

 

 

 

 ＳｍａｒｔＬａｂによる 

  Ｉｎ－ｐｌａｎｅ極点測定 

 

 

 

 

 

 

 

ODF解析を行う場合、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正は重要である。 

極点図の外周部分は透過法で測定されていたが、Ｉｎ－ｐｌａｎｅ極点測定では反射法で測定されているように 

解説されている。しかし、この部分はｄｅｆｏｃｕｓが大きく、吸収も大きいので補正量が大きく、 

解析は困難である。極点図の外周部分（α角度が９０度（０度とも表現される事もある））は測定しない。 

 

Ｓｍａｒｔｌａｂの極点測定はバックグランド測定を伴わない。バックグランド除去を行う場合、 

本来の極点測定と、バックグランド測定を別に測定し、合成する必要があります。 

バックグランドは、極点図の対称性から、β方向３６０度の範囲を必要としない。 

通常、４５度あるいは９０度あれば十分である。 

ｄｅｆｏｃｕｓ測定のバックグランドは、１点で可能である。 

本説明ではＩｎ―ｐｌａｎｅ極点のｄｅｆｏｃｕｓ測定を紹介し、通常の極点測定を理解して頂く。 

 

更に、アルミニウム材５１８２Ｈ１８によるＯＤＦ解析を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

    ２０１３年０２月０７日 

    ＨｅｋｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

各種光学系説明資料￥SmartLab-In-plane   



データの流れ 

 

  

材料の取り付け 

 黄：X線ビーム 赤：RD方向 

ファイル名 

 ディレクトリやファイル名にスペースは使わない。 

 極点図測定では、ファイル名の先頭を測定指数とする。 

 例えば、試料名が Al-NO1の場合、111_Al-NO1,200_Al-NO1,220_AlｌNO1 

 とする。 

 

 

 



測定 

Ｉｎ-ｐｌｎａｅ測定における分解能は、受光ソーラスリット（通常は０．５ｄｅｇ．）によって決まり 

ＯｕｔＰｌａｎｅの測定では、受光スリット幅とＳＳスリット幅により決まる。 

ＯｕｔＰｌａｎｅ側を０．５ｄｅｇ，の分解能とするには、受光スリットとＳＳスリットが２ｍｍを 

選択する。 

 

極点測定では、ｄｅｆｏｃｕｓとバックグランドの扱いが重要である。 

ｄｅｆｏｃｕｓ 

Ｉｎ-ｐｌａｎｅ極点におけるｄｅｆｏｃｕｓの測定は、上記分解能で、ｒａｎｄｏｍ試料を測定し、 

バックグランド処理を行った、α方向のプロファイルをｄｅｆｏｃｕｓ補正に用いる。 

 

Ｉｎ-ｐｌａｎｅ極点測定におけるバックグランド測定 

 Ｉｎ-ｐｌａｎｅ測定ではバックグランドを考慮した測定がバンドルされていない。 

 ピーク位置の極点測定と同じようにバックグランドの測定も行う。 

 バックグランド測定２θ角度はピーク位置の±３．０ｄｅｇあたりを測定する。 

 バックグランドのファイル名は、 

  111_Al-NO1_BG_low,111_Al-NO1_BG_high 

  200_Al-NO1_BG_low,200_Al-NO1_BG_high 

  220_Al-NO1_BG_low,220_Al-NO1_BG_high 

 BG1,BG2_BG1,_BG2,BG_low,BG_highも可能 

 

ｒａｎｄｏｍ試料の測定 

 α、β方向のステップ幅は、５ｄｅｇ間隔とする。 

 ｒａｎｄｏｍ試料では極点図のβ方向の強度変化が少ない。 

 β方向の測定範囲は、試料の特性から０度から９０度を測定する。 

 バックグランド測定では、強度が低下するため、統計変動を考慮し、１点の測定時間を長くし、 

 βの測定範囲は、０－＞５度とする。 

 α範囲は、９０－＞０の測定が可能であるが、実際にデータとして使える範囲は７５－＞０である。 

 

 

 

アルミニウムのｄｅｆｏｃｕｓ極点を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定結果 

 {111},{200},{220}極点図のピーク極点図、バックグランド極点図を測定 

   

ASCファイルを ODFPoleFigure2 ソフトウエアで確認 

ASCファイルを複数選択 

 

 

β範囲は、バックグランド測定は 5度の範囲、ピーク極点図測定では９０度の範囲 

α範囲は ８５－＞０度を測定している。 

 

 

 

 

 



ピーク極点図とバックグランド極点図の結合を行い、ＡＳＣファイルを作成する。 

ODFPoleFigure2 ソフトウエアのMeasureDatatoASCToolsを選択 

 

  

 

RasPFtoASC を選択 



 

2,3FilesModeで Rasファイルを複数選択 

 

 

 



 

９個のファイルを選択したが、 

 

111group.ras,200group.ras,220group.rasと表示している。 

又、Group1,Group2,Group3の指数が表示されている。 

既に、ピークとバックを１つのｇｒｏｕｐとして扱われている。 

  

ピークとバックがｇｒｏｕｐ化されている、 

α軸を横軸として、赤：ピーク強度の最小、青：ピーク強度の最大、緑：平均値 

   黄：ｌｏｗ側ンバックグランド、紫：ｈｉｇｈ側バックグランド 



 

 

ＯＫで 

 

合成された、ＡＳＣファイルが groupディレクトリ作成される。 

 

 

 

 



Group ディレクトリに 

 

ピーク極点図とバックグランド極点図の合成が完了 

 

アルミニウムのｄｅｆｏｃｕｓ曲線を得る。 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアで合成された極点図からバックグランドを削除し、 

 ＴＸＴ２ファイル（α、β、強度）を作成 

 

バックグランド削除にチェックを入れてｃａｌｃでＴＸＴ２ファイルが作成される。 

（defocus補正は行わない） 

 

 



 

処理結果ファイルは _2.TXTファイル 

 

 

TXT2ファイルからアルミニウムのｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥを作成する。 

ODFPoleFigure2 ソフトウエア noDEfocusToolsを選択 

 



DefocusMakeTABLEの選択 

 

Fileから TXT2で ODFPoleFigure2の処理結果を複数選択 

 

 

ファイル名を入力して、Ｃａｌｃで多項式近似されたデータファイルが表示される。 

 



 

 

Al-defocus-3F.txtが defocusTABLE 

realAl-defocus-3F.txtは Excelでプロファイル表示させるファイル 
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作成されたｄｅｆｏｕｃｓファイルで入力極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

実際では、配向のあるデータの補正を行うが、機能説明の為に、ｄｅｆｏｃｕｓ入力データの 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。極点図がフラットになります。 

 

 

 

Ｃａｌｃで 

 

 



ＯＤＦ用ファイルの作成 

 

ＯＤＦで、 

 

ＬａｂｏＴｅｘ向けデータは、Optionで Labotexを選択 

 

 

 



Materialでアルミニウムを選択 

 

 

Return Structureで 

 

格子定数と入力された指数のチェックを行い、 

EPFFile saveで 



LaboTex用ファイルが作成される。 

 

 

アルミニウムの解析を繰り返す場合、defocusTABLEは繰り返し使えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アルミニウム５１８２Ｈ１８解析 

  

測定データ（試料が９０度ずれて取り付けられている） 

 

バックグランドとピーク極点図が別々に測定されている。 

ＲＡｓｔｏＡｓｃソフトウエアで結合させる。 

 

 

 

ｃｈｅｃｋでプロファイルを確認 



 

ピークとバックグランドが結合されたファイルがｇｒｏｕｐ以下に作成され、ＯＫで 

 

Ａｓｃファイルが作成される。 

 

 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで通常のデータ処理を行う。 

 

 

 

 



 

 

ファイルを選択、バックグランド削除、ＲＤ補正（９０）、ｄｅｆｏｃｕｓ補正でＣａｌc 

 

でＯＤＦファイルを作成する。 

 



 

ＳｔｎａｄｒａｄＯＤＦ、ＬａｂｏＴｅｘ，ＴＥｘＴｏｏｌｓ向けデータを作成 

 専用ディレクトリにＯＤＦ向けデータが作成される。 

 

 

 



ＳｔｎａｄｒａｄＯＤＦで解析 

 

  

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

３方向Ｅｕｋｅｒ角の半価幅を変えながらフィッティングし、％を求める 

 

 

入力極点図から解析されたＯＤＦ図   上記％から計算されたＯＤＦ図 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果を表示 

 

 

ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによるβ―Ｓｋｅｌｅｔｏｎ 

 


